
第９回火の国ボランティアフェスティバル宇城大会報告書 

 

【大会１日目】 

日時：平成２7年１１月７日（土）9：00～16：00 

会場：宇城市松橋総合体育文化センター（ウイングまつばせ） 

参加者数：826名 

ボランティアスタッフ：139名 

スタッフ：4０名（司会 1名、手話通訳 3名、要約筆記 4名、社協 32名） 

 

 

＜オープニングアトラクション＞9：50～10：30 

 ☆オープニングムービー上映（「つなぐ」をモチーフに作成） 

（出演協力：実行委員、運営委員、ボラ連他、特別出演：ロアッソ熊本 巻 誠一郎選手） 

☆「吹奏楽演奏」宇土市立鶴城中学校吹奏楽部 

  

オープニングムービー スタート！ 

 

  
宇土市立鶴城中学校吹奏楽部 

 

 



＜開会式＞10：30～11：10 

 〇開会宣言    実行委員会副会長 上田 泰弘 

〇開催地代表挨拶 実行委員会会長  守田 憲史 

 〇主催者代表挨拶 熊本県ボランティア連絡協議会会長 潮谷 愛一 

 〇来賓祝辞    熊本県知事 蒲島 郁夫 様 

〇来賓紹介    熊本県知事 蒲島 郁夫 様 

          日本赤十字社熊本県支部事務局長 岡村 範明 様 

          熊本県共同募金会常務理事事務局長 中林 敏雄 様 

 

   

  

 

 〇キャッチフレーズ表彰式 

  最優秀賞「手をとりあい 宇城うき 宇っ土り 美しい里」亀井留奈さん（美里町） 

  優秀賞「助け愛 うき うと そして美里から」中村悦子さん（宇城市） 

  優秀賞「楽しかね うき宇城ランラン ボランティア」三浦春菜さん（宇土市） 

  特別賞 村田佳穂さん（宇土市）、野口由美子さん（宇城市）、内田由以子さん（宇城市） 

  
キャッチフレーズ表彰式            受賞者のみなさん 

                      （亀井さん 中村さん 三浦さん） 

 

 

〇閉式宣言    実行委員副会長  元松 茂樹 

 

 



＜記念講演＞11：10～12：30 

 演題：「ボランティア落語 笑う門には福来る」 

講師：笑福亭 鶴笑氏（しょうふくてい かくしょう） 

講演内容：１部 講 演 

     現在、NPO法人「国境なき芸能団」代表であり、笑顔で少しでも平和に貢献 

できればと、イラク・アフガニスタンなど難民キャンプや学校等において活動 

をされています。現地での活動の様子を収めた「ふれあい DVD」を見ながら 

お話をしていただきました。 

 

 

２部 落 語 

寄席の色物のひとつとして披露される日本の伝統芸能である紙切り、日本の大 

道芸の南京玉すだれ、そして笑福亭鶴笑氏オリジナル創作落語のパペット落語 

を披露していただきました。笑福亭鶴笑氏が話された笑いの渦に囲まれたいと 

の言葉どおり会場内は大きな爆笑の渦に包まれていました。 

  
 

  
 

 



＜ボランティアトーク＞14：00～15：30 

コーディネーター：佐伯謙介氏（ひとちいき計画ネットワーク代表） 

  

 

 

 

  《宇土市 芝田ヒロ子氏（しばたひろこ）宇土市おじゃめ愛好会会長》 

 平成１４年８月に発足した宇土おじゃめ愛好会は、毎月定期的に病院や施設、学校等 

 を訪問しおじゃめの演舞を披露されている。おじゃめの利点は、集中力とバランス運 

動そして笑顔になることを話される。併せて実際に皆さんの前で演舞の披露された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《宇城市 池田隆美氏（いけだたかよし） 曲野地区福祉会》 

 宇城市では、地域社会で誰もが安心して暮らしていくため「地域力」を高めるために 

社会福祉協議会が「地区福祉会」を設置しその活動について発表される。高齢者への 

関わりだけでなく、子ども達への関わりにも注力している。ボランティア活動は生涯 

の学びとの話もありました。 

  

 

 

 

《美里町 井澤るり子氏（いざわるりこ）美里フットパス協会副会長兼運営委員長》 

 減り続ける人口をどうにかしたいとの思いから、観光地ではない、地域の人たちの生 

活圏を歩くフットパスを作られたことを話された。イベントにしない地域活性化、フ 

ットパスの日常化を行ってこられました。また、胃袋をつかむ様々なおもてなしも行 

ってこられた。美里フットパスコースの魅力は地域の人との交流が大切だと話された。 

  

 

 

 

   

    



＜引継式・閉会式＞15：30～16：00 

  〇大会旗引継 次期開催地 上益城地域代表 吉村静代様へ 

  〇次回開催地代表者挨拶  上益城地域代表 吉村静代様 

  〇閉式宣言 開催地実行委員副会長 井上秋利 

   

  

 

  

 

【展示コーナー】 

会場：宇城市松橋総合体育文化センター（ウイングまつばせ）（ホワイエ） 

宇城市ボランティア連絡協議会、宇土市福祉ボランティア連絡協議会、美里町ボランテ 

ィア連絡協議会の所属団体を中心に活動状況などを展示。 

   

   



【ふれあい広場（物産販売）】 

会場：宇城市松橋総合体育文化センター（ウイングまつばせ）（メインアリーナ） 

宇城地域のボランティア団体・福祉施設の販売等全 7団体のご協力により実施。 

行長しゃんグッズコーナーもあり。 

  

  

【ふくし〇×クイズ】 

会場：宇城市松橋総合体育文化センター（ウイングまつばせ）（メインアリーナ） 

ゆるキャラのくまモンとうとん行長しゃんのコラボによる福祉〇×クイズ 

  



＜おもてなしボランティア＞ 

会場周辺の道案内をしながらお出迎え。 

この他に、受付、会場案内、ステージ裏方、お弁当配付、お帰りのお見送りなど、各担 

当部署にすべてボランティアスタッフとして運営。 

 

 

 
 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜お土産＞ 

〇アクリルたわし 

 ボランティアの皆さんの手作りによるイチゴの形のアクリルたわしです。メッセージカー 

ド付です。 

〇クッキー 

 障がい者施設（銀河カレッジ）で作った手作りのクッキーです。 

〇手提げバッグ 

 当日配付のパンフレット等の資料を入れ参加者に配付。宇土市のうとん行長しゃんの顔を

モチーフに作りました。 

   

アクリルたわし      手作りクッキー      手提げバッグ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【大会 2日目】 

日時：平成２７年１１月８日（日） 

 

＜フットパス＞9：30～12：30 

参加者数：30名 

 9：30 集合（湯の香苑） 

  ↓ 

10：00 出発 

  ↓ 

11：00 二股橋到着（軽トラカフェ） 

  ↓ 

12：00 湯の香苑到着（昼食フットパス弁当） 

  ↓ 

12：30 解散（お土産 佐俣の湯温泉券） 

 

  

  

 

 

 

 



＜観光＞8：30～13：20 

参加者数：50名 

 8：30 集合（宇城市役所）  

  ↓ 

 8：45 出発 

  ↓ 

9：00 宇土市大太鼓収蔵館（迫力ある太鼓をご覧ください） 

 ↓ 

10：10 宇土マリーナ出発（クルージングの旅へ） 

  ↓ 

10：50 世界文化遺産 三角西港（海からの眺めも楽しみましょう） 

  ↓ 

12：00 昼食（松合土蔵白壁群） 

  ↓ 

13：20 宇城市役所到着・解散 

 

  

  

 

 



第９回火の国ボランティアフェスティバル宇城大会 

交流報告書 
 

日時：平成２７年１１月 7日（土）18：00～20：30 

会場：松橋ホワイトパレス（エレガンス） 

参加者数：159名 

司会者：橋本絵鯉子氏（ＦＭＫアナウンサー） 

＜スケジュール＞ 

 17：00 受付開始 

 18：00 開会 

      アトラクション  うきうき劇団 

      開催地代表挨拶  実行委員会副会長 元松 茂樹 

      乾杯       熊本県社会福祉協議会会長 良永 彌太郎 

      アトラクション  水上・迫・なべぶた楽団 

 19：30 交流会参加者紹介 

 20：30 閉会       実行委員会監事  吉田 良一 

 

 

＜宇城地域のお土産＞ 

宇城市のみかん（宮川農園様） 

  

うきうき劇団             水上・迫・なべぶた楽団 

 

 



  

開催地代表挨拶 元松茂樹 副会長     乾杯 熊本県社協 良永彌太郎 会長 

 

 

  

佐賀県上峰町から参加          次期開催地 上益城地域 

 

 

  
開催地（宇城地域）からお礼         閉会 吉田良一 監事 


